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研究成果の概要（和文）：情報モラル教育が学校教育に普及しつつあるが，ネットいじめや誹謗中傷の書き込み
といった問題が後を絶たない。原因は知識の欠如というよりもむしろ児童生徒の「心の働きの相反性」にあると
考え，それを克服するための道徳の教材とタブレット型PCを用いたブレンド型授業のモデルを開発し，授業実践
を通してその効果を検証することを目的とした。次の６点が研究の成果である。(1)「心の働きの相反性」を克
服するための道徳の教材の開発と試行(2)情報モラル判断を阻害する要因の特定(3)タブレット型PCを導入する情
報モラルコンテンツの選択(4)ブレンド型授業のモデルの開発(5)ブレンド型授業の実践(6)国内外の学会等での
発表

研究成果の概要（英文）：Negative consequences of information technology, such as bullying and 
calumniation on social media have become social problems for more than twenty years. We presumed 
that because ambivalence which is the state of contradictory feeling or emotion exists behind the 
appropriate knowledge rather than shortage of knowledge.In order to overcome ambivalence, the goal 
of this study is to develop a blended learning in at-home and in-school education of information 
ethics using tablet PCs and to evaluate the effectiveness of the lesson. Six results are as 
following.(1) Development and trial of learning material for information ethics to overcome  
ambivalence.(2) Specification of factors to obstruct appropriate judgement.(3)Selection of 
appropriate contents to install to tablet PCs.(4) Development of a blended learning model.(5)
Practice of a blended learning.(6) Presentation at domestic and international conferences.

研究分野：教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
情報モラル教育が学校教育に普及しつつあるが，ネットいじめや誹謗中傷の書き込みといった問題が後を絶たな
い。本研究は，情報モラルの内的構造と情報モラル判断の関係に，新たに「心の働きの相反性」を取り入れ，情
報モラル判断との関係性を位置付けた学術的意義の高い研究である。「心の働きの相反性」を克服するための指
導方法を検討し「構造化方式」が適切であることを指摘した。また，１人１台のタブレット型PCを用い，学校で
の道徳授業とタブレット型PCを介した親子での家庭学習によるブレンド型授業の展開方法を開発した。そして，
小学校第４学年の児童を対象に，開発したブレンド型授業を実践し，その有効性を実証した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景
インターネットや携帯電話など社会の情報化が進む中で，ネット上のいじめや誹謗中傷，イ

ンターネット上の犯罪や違法・有害情報などの問題が発生し，いわゆる情報化の「影」の部分
が深刻な社会問題になっている。学校教育のみならず，社会教育，家庭教育においても情報モ
ラル教育が普及しつつあるが，問題が後を絶たない。文部科学省の委託事業である情報モラル
等指導サポート事業 (2006) では，「情報モラル」とは，「情報社会における正しい判断や望ま
しい態度を育てること（心を磨く領域）」と「情報社会で安全に生活するための危険回避の方法
の理解やセキュリティの知識・技術，健康への意識（知恵を磨く領域）」から成り立つとしてい
た(1)。当時，後者の知恵を磨く領域については，コンピュータ教育開発センター (2005) によ
る「ネット社会の歩き方」(2)や，教員研修センター (2005) による「情報モラル研修資料」(3)

など様々な教材が提供されていたが，前者の心を磨く領域に対応した教材は十分ではなかった。
佐々木・木口・平松 (2005) は，読み物資料，場面
絵，学習指導案から成る情報モラル指導用教材パッ
ケージを 20 本作成した(4)。これらの教材を用いた指
導では，危機への対処方法を児童生徒に教えること
はできたが，情報モラルの判断力を育成するまでに
は至らなかった。

ところで，文部科学省が 2010 年に提示した「教
育の情報化に関する手引き」には，一章を割いて家
庭・地域との連携の必要性について述べられている
(5)。一方，2017 年３月に公示された新学習指導要領
では，特別の教科道徳における指導の配慮事項とし
て，情報モラルに関する指導の充実が上げられてい
る(6)。道徳授業における情報モラルに関する指導の
効果をより高いものにするために，タブレット型
PC を用いた親子による家庭学習と学校での道徳
授業とのブレンド型授業を開発することを構想し
た（図１）。

２．研究の目的
ブレンド型授業とは，次のように展開する授業である。まず，教室で児童は，道徳のある題

材について導入部となる授業を受ける。そして，児童は，タブレット型 PC を家庭に持ち帰り，
タブレット型 PC に導入された道徳のコンテンツを用いて，家庭で保護者や家族と対話しなが
ら個別に家庭学習を行う。その後，再び教室で道徳の授業の展開部と終末部の授業を受ける。
家庭学習には，保護者や家族に参加するよう協力を求める。このように展開するブレンド型授
業の効果について検証することが本研究の目的である。

タブレットを家庭に持ち帰り，学習を支援した先行研究としては，稲垣ら (2017) は，家庭
での自主学習の成果物をタブレットでクラウド上に保存し，学習履歴を確認したり，他の児童
の記録を参照したりできる学習環境を構築している(7)。また，中山ら (2016) は，特別支援学
級でタブレットを持ち帰り，家庭との連携を深化させている(8)。ところが，タブレット型 PC
を家庭に持ち帰り，道徳授業でのブレンド型授業について探る研究は管見の限り見当たらない。

３．研究の方法
(1) 道徳授業で用いる題材

ブレンド型授業の中核となる道徳授業で用いる題材を選択する必要がある。これまでの教材
の検討から，「事例で学ぶ Net モラル」に収録されている道徳資料「想いとどけて」の中から，
「クラスのマーク」を題材として用いることとした(9)。理由は以下の２点である。
・ 道徳授業で行う情報モラル教育としては，特に「情報社会の倫理，法の理解と遵守」の内容
を中心として扱うことが望ましく，「クラスのマーク」は著作権尊重の基礎を培う題材であるか
ら(10)。
・「情報モラルの判断モデル」（図２）
における「心の働きの相反性」を克
服するには，「構造化方式」による
授業の展開が望ましく，「クラスの
マーク」はそれを可能にする題材で
あるから(11)。

「事例で学ぶ Net モラル」は，コ
ンピュータやタブレット型 PC 等に
インストールして活用するデジタ
ル教材である。情報モラルの三つの
領域である「基本的な知識」「情報
の科学」「情報社会に参画する態度」
に分けてアニメーション教材が 30 図２ 情報モラルの判断モデル
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図１ ブレンド型授業の流れ
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本以上用意されており，道徳の読み物資料も収録されている。近年はインターネット上のサー
バーをプラットフォームにして学校の各教室で教材を閲覧することもできるようになっている。
2005 年に初版が開発されて以来，バージョンアップを重ねている。

「クラスのマーク」のあらすじは次の通りである。

この題材のねらいは，道徳的価値の内容の中で，「Ａ.主として自分自身に関すること(２)正
直・誠実 過ちは素直に改め，正直に明るい心で生活すること」である。正直に明るい心で元
気に生活しようとする道徳的心情を培う際に，構造化方式を用いるとどのような指導になるの
か。この教材では主人公のさやかは，クラスのマスコットのデザインを考えてくる宿題が出さ
れるが，なかなかいいアイデアが浮かばないので，切羽詰まって友達のミカがかいていたデザ
インをついつい使ってしまう。このような消極的な面を「人間のもつ弱さ・醜さ」と捉えて，
この面を克服するために，「人間のもつ気高さの側面に関わる価値の自覚」に訴えかける指導を
行う。つまり，無断でデザインを使ってしまい後ろめたい気持ちがあったが，過ちは素直に認
めようと決めたのは，ミカに対して申し訳ないという気持ちに加えて，そういう行為をしてし
まった自分自身に対して恥ずかしいという，人間の持つ気高さにつなげる指導を行うことにな
る。

一方，情報モラルの中で著作権尊重の基礎を培うことに関して，創作物にはそれを創った人
の思いや願いが込められているので尊重していこうという心情を培い，無断で使ってはいけな
いということ法律があることなどを理解するねらいもある。ところが学校で行う道徳授業の中
だけでそれらのねらいを達成するのは困難である。そこで，心情を培ったり，著作権について
理解したりするのは親子での家庭学習を通して行おうと考えた。つまり，「事例で学ぶ Net モラ
ル」をインストールしたタブレット型 PC を児童は家庭に持ち帰り，その中のアニメーション教
材を親子で視聴しながら家庭学習を進めることになる。つまり，学校での道徳授業とタブレッ
ト型 PC を用いた親子での家庭学習のブレンド型授業を実施することになる。

(2) 家庭学習で用いる教材
授業実践は，小学校４年生を対象として実施することとにしたが，４年生の段階では，他の

人が創作した作品には，その人の思いや願いがこもっていることの認識や，著作権についての
基礎的な知識が十分ではない。そこで，家庭学習で用いるタブレット型 PC には，アニメーショ
ン教材「わたしのえをかえないで」と「クラスのマーク“ピーチくん”」をインストールし，家
庭で保護者や家族と対話しながら家庭学習を行ってもらうこととした。
「わたしのえをかえないで」のあらすじとねらいは次の通りである。

もう一方のアニメーション教材「クラスのマーク“ピーチくん”」は，道徳授業の題材として
用いた「クラスのマーク」の原案となったものであり，内容は似通っている。

(3) 評価方法
授業実践を通して，次に挙げる２点について評価する。

①著作権についての児童の認識の変容
②情報モラル教育について保護者の意識

①については，次に示す７項目からなる児童用のアンケート調査を作成し，それぞれの項目
について，５件法（１. そう思わない，２. あもりそう思わない，３. どちらとも言えない，
４．ややそう思う，５．そう思う）により回答を求める（表１）。

②については，次に示す９項目からなる保護者用のアンケート調査を作成し，５件法により
回答を求める（表２）。

また，教材の効果については，次に示す２項目からなる保護者用アンケート調査を作成

主人公のさやかは，クラスのマークを考えてくるという宿題が出され，なかなかよいア

イデアが浮かばない。友だちのミカがくれた手紙にマークが描かれてあったことを思い出

し，ついついそのマークを無断で使って，自分の作品として提出する。ところが，そのマ

ークがクラスのマークに選ばれ，それを知ったミカは悲しみ，さやかは，後ろめたい気持

ちにさいなまれる。結局，さやかはミカが創作したデザインを使ったということを正直に

担任の先生に申し出る決心をする。

ゆうたのクラスは，コンピュータ室で自分の顔の絵を描く授業を行っていた。先生から

「完成した人は印刷して，教室に帰って先生の机の上に出しなさい」と指示が有り，ゆう

たは教室に戻る。しかし，そこには既にあかねの作品が置いてあった。よく見ると，あか

ねの絵は前髪が短い。ゆうたは，直してあげるつもりで前髪を描き足すが，その絵を見た

あかねは泣き出してしまう。

作品には描いた人の思いが込められており，勝手に描き換えたりすることは，作った人

を精神的に傷つけてしまうことある。他の人が創作した作品を尊重する態度を育てること

がねらいである。



し，５件法により回答を求める（表３）。

４．研究成果
(1) 授業の概要

2017 年３月に，Ｉ市内Ａ小学校の４年生
31 名を対象として授業を実践した。教室の授
業では，まず，事前調査として児童用のアン
ケート調査を行った。そして，道徳授業の導
入部として「クラスのマーク“ピーチくん”」
の前半を読み，さやかの心情を考えさせた。
次に，タブレット型 PC を配付し，「事例で学
ぶ Net モラル」の中のアニメーション教材の
再生方法を説明した(図３)。次に，タブレッ
ト型 PC を用いて家庭学習をすることを宿題
とした。また，保護者用アンケート調査も配

付した。その後，児童はタブレット型 PC を
家庭に持ち帰り，家庭学習を行った。後日，
学校での道徳授業で，「クラスのマークピーチくん」の後半を読み，さやかの心情を考えさせな
がら展開部，終末部の授業を行った。最後に，事後調査として事前調査と同じ内容の児童用ア
ンケート調査を実施した。

(2) 結果と考察
①児童用アンケート

児童用アンケート調査において，31 名からの回答があった（回収率 100.0％）事前事後のア
ンケート調査の各質問項目の平均値とｔ検定をした結果を表１に示した。質問項目１～３及び
６については，望ましい方向へ回答が有意(1%)に変容していた。また，項目４についても望ま
しい方向へ有意(5%)に変容していた。すなわち，全部で７つの質問項目中５項目については，
望ましい方向に回答が変容していたことになる。一方，項目５と７については，回答の平均値
に有意差は認められなかった。ただし，項目５については，事前調査で 1.16 と低い平均値（そ
う思わない）であり，授業前の段階で適切な回答をしている。また，項目７についても，事前
調査で 4.94 と高い平均値（そう思う）であり，これについても既に適切な回答をしている。よ
って授業前の段階で，児童は適切な著作権についての認識を持っており，授業後においてその
認識が保持，あるいは強化されたため，有意な回答の変容が確認できなかったのだと考えられ
る。従って，本研究で行ったブレンド型授業によって，児童の著作権に関する認識が望ましい
方向に変容したことが示唆されたと言うことができる。

③保護者用アンケート
・因子分析

保護者用アンケート調査において，29 名からの回答があった（回収率 93.5％）。探索的因子
分析により，再尤度法を用いてバリマックス回転を行い，項目は固有値１以上であることを条
件として，因子の数はいずれかの項目が回転後の因子負荷量 0.6 以上であることとした。その
結果，質問項目１，２，３を因子に属さない項目として除外した。保護者の情報モラル教育に
対する意識の因子構造を表２に示す。因子Ⅰは，「家庭で，『情報モラル』についてもっと教育
していこうと思う。」「学校で，『情報モラル』についてもっと教育してほしいと思う。」の２項
目から構成されているため，「情報モラル教育の推進意識」と命名した。２項目ともに，平均値
が 4以上と最も高く，情報モラル教育を家庭と学校とで推進しようとする意識が高いことがう

表１ 児童用アンケート調査結果

図３ 授業の様子

ｍ SD ｍ SD

1
ほかの人がかいた絵や作品に変なところがあったらかいた人に言わずに直してあげてもよい

と思う。。 1.77 1.15 1.06 0.25 3.32 ＊＊

2
自分の作ったホームページをたくさんの人に見てもらうために，ゲームのキャラクターやマス

コットの写真(しゃしん)をのせてもよいと思う。
2.00 1.10 1.35 0.66 3.23 ＊＊

3
ほかの人が書いた読書(どくしょ)感想(かんそう)文(ぶん)の一部分をそのまま自分の原稿(げ

んこう)用紙(ようし)に写して，提出(ていしゅつ)してもよいと思う
2.00 0.68 1.03 0.18 4.99 ＊＊

4
自分が買ったＣＤの曲を，親しい友達が「どうしても欲しい」と言うので，コピーしてプレゼントし

てもよいと思う。
2.26 1.21 1.87 1.23 2.34 ＊

5
親しい友達がおもしろい表情(ひょうじょう)をしている写真が撮(と)れたので，その友達に言わ

ずに，写真をみんなに見せてもよいと思う。 1.16 0.45 1.23 0.56 0.63

6
ほかの人が考えたキャラクターやマスコットのアイデアを自分の作った作品に使ってもよいと

思う。
1.65 0.84 1.06 0.25 3.81 ＊＊

7 ほかの人がかいた絵や作品には，かいた人の思いや願いが込められていると思う。 4.94 0.25 4.74 1.00 1.03

n=31 ＊： p<.05 ＊＊： p<.0１

番号
授業前 授業後

ｔ値 有意判定質　問　項　目



かがえる。因子Ⅱは，「お子様は，自尊心が育っていると思う。」「お子様は，（中略）あやまる
ことができるほうだと思う。」の２項目から構成されているため，「我が子の道徳性の認識」と
命名した。因子Ⅲは，保護者自身の著作権と肖像権の知識についての問いなので，「情報モラル
に関する法律等の知識」と命名した。

したがって，保護者用アンケート調査を通して，保護者の意識は，「情報モラル教育の推進意
識」「我が子の道徳性の認識」「情報モラルに関する法律等の知識」の因子から構成されている
ことを指摘できる。

・教材の効果
タブレット型 PC に導入したアニメーション教材の効果について質問した回答の結果を表３

に示す。いずれの教材についても，回答の平均値が 4.0 以上と高く，指導に適切であったこと
を多くの保護者が認めていることがうかがえる。

以上の児童用アンケート調査と保護者用アンケート調査の結果から，本研究において開発し
たブレンド型授業は一定の効果を上げたことが示唆されたと言えよう。

(3) 今後の課題
本研究においては，タブレット型 PC を用いた親子による家庭学習と教室での道徳授業とのブ

レンド型授業を開発し，授業実践を通して効果を検討した。児童と保護者を対象としたアンケ
ート調査を通して開発したブレンド型授業は一定の効果を上げたことが示唆された。

今後は，中学校とその保護者の協力を得て，中学校における道徳授業のブレンド型授業を設
計し，実践を通して検証していきたい。
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